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岐阜県の戸建て住宅地における住環境管理に関する研究
　　　　一住環境管理上の居住者組織の役割(2)一

　　　　　　　　　岐阜女子大家政　　○島屋由美子　斉藤広子

　［目的］戸建て住宅地において、良好な住環境を維持・保全、そして向上させていくため

に住環境管理か必要になってきている。良好な住環境を向上させていくためには、居住者

が主体となり住環境管理に取り組むことが有効であると考えられる。そこで本研究では、

居住者の最も多くの者が加入している自治会等の居住者組織の活動を分析することから、

住環境上の居住者組織の役割を明らかにすることを目的としている。

　［方法］本研究の目的を達するために、岐阜県下で戸建て住宅地の多い３市（岐阜市、多

治見市、可児市）にある3ha以上の住宅地と、岐阜県住宅供給公社の分譲した住宅地のそ

れぞれの自治会長（またはそれに該当する者）を対象にアンケート調査を行った。調査対

象住宅地区は35地区である。調査は199&年1(>～11月に実施した。

　［結果］調査対象住宅地のすべての住宅地で自治会がつくられており、そのうち１住宅地

を除く住宅地のすべてで「ほとんどの居住者」が自治会に加入している。自治会の主な活

動で多くみられるものは、①維持管理として、道路や公園の清掃が約７割の自治会で実施

されており、街路灯や防犯灯の電球の取り替えは約６割、ゴミ置き場の清掃は約５割であ

った。②運営管理としては、総会を開き規約を作成している自治会が９割以上、集会所の

ある場合はその運営として使用申し込みの受け付けを約９割の自治会が実施している。③

生活管理としては、居住者名簿の作成を行っている自治会が８割以上、その他に防火・防

犯活動の実施や消防訓練を行っている自治会が約５～６割みられた。また, 1住宅地を除

くすべての住宅地で夏祭り等のコミュニティ活動を実施している。

1Ha-6　　　　　　　居住者に可能な住宅の維持管理システムの開発

　　　　　　　　　　（その１）持家居住者が行っている点検・修繕行為

　　　　　　　　　　　　　　○山崎古都子（滋賀大）、中野迪代、神末泰江（岐阜女大）

目的：阪神淡路大震災の犠牲者の９割はm壊家屋、家具による圧死であった。さらに、倒

壊家屋の高い比率を占めた木造住宅では日頃の管理状態が被害を左右し、日頃から管理を

習慣化しておく必要性が認識された。一方、災害に関わらず中規模住宅の除去に伴って50

t以上の産業廃棄物が投棄される。したがって安全性のみならず住宅め耐久性を高めること

が地球環境の悪化防止のために重要な課題であることも指摘する必要がある。しかしなが

ら、現段階では住宅の耐久性を高めるための管理が持ち主についても、行政指導の立場に

も習慣化しているとは言えない。本研究は住宅を適正に管理する社会的仕組みを開発する

ために。持ち家居住者の管理意識と実行力を高める要因を抽出することが目的である。対

象にした要素は住宅に対する愛着、住宅管理の関心、実際の管理行為、その目的と場所、

管理行為者である。調査方法；滋賀県栗東町の戸建て持家の世帯主への戸別訪問・留置自

記によるアンケート調査；調査時期:1995年10月；回収数:281票；回収率:79.%

結果：住宅の点検経験を3oχ以上の回答があった場所は「風呂の水回り」、「ﾀﾄ壁関係」、

「m樋」、「便所の水回り」、「シロアリ・防虫処理」、r建具Ｊである。住宅金融公庫

が提案している点検の目安に比べて点検・修理のmmは決して多いとは言えない。修繕が

多い箇所は同じく「風呂の水回り」、「外壁」、「屋根」である。自主点検は早期発見に

有効性を発揮していた。したがって、自主点検を習慣化する必要性が指摘できた。増改築

は修繕の有力なきっかけになる。居住者の住宅への愛着は管理への関心を高める上で大き
な力になっている。
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